ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
　　試譯原稿：↓（３５４字）
 
題目：風水岸山‧道法自然
 
　  林安泰古厝1986年自四維路拆遷重組于濱江公園，即脫離原有的地理風水環境，
昔日古厝分金線正前方原以蟾蜍山巒頭作為『風水案山』，完整的傳統民居風水地景，
前有案山，左右有青龍、白虎護砂圍蔽，半月水池前為平坦的藏風聚氣「明堂」，
今日閩式庭園為再現古厝的風水地景，於正前方形塑象徵案山巒頭的假山「顧渚茗山」，
明堂左右以微凸草坡包被中央明堂腹地，以之重現彌補古厝的風水地景象徵。
 
　　古厝外顯閩南建築形式，庭院周圍園林講究自然而然，雲水自在之造景理念。
蜿蜒曲折間，或見山水應和；飛石築道，或見怪石嶙峋，野景成趣。粉牆映翠竹，
波光現枯石，小中見大，幽遠不盡的空間形塑，兼具養心、賞玩、遊憩、文化、教育
等功能，怡情養性不在話下，是市民朋友日常生活的後花園，更是近悅遠來，
結伴賞遊的最佳首選。
日語試譯的翻譯完成稿：↓　（８４３字）　　　　試譯者：林　先生　　2011.06.30 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
題目：風水は２４山の方位を吉凶の判定する基準とし、
道学は、自然界から真理を学ぶこととします。
　　林安泰古厝は、1986年に四維路で取り壊されてから濱江公園に再建された時に、もはや
元の地理風水の環境から離脱されていた、もともと昔の古厝の地理風水の理論に基づいて区切りした分金線（風水理論上の区切り線）の真正面のところでは、元は蟾蜍山巒頭を『風水案山』（風水の方位の吉凶判別理論）としました。伝統的な住民の完璧な風水の地上景色としては、前面に案山（風水理論の判定基準とした山）、左右の方位には、青竜、白虎を代表する保護役に当たる砂地が覆われているし、半月の池の前では、平坦で風と気を集結することができる「明堂」（風水理論：案山の前の平地を指す）があります。本日の林安泰古厝の閩式庭園は（福建省は旧称：閩です）古厝の風水の地上景色は真正面には、案山巒頭を象徴する仮山である「顧渚茗山」を築いて、明堂の左右では、やや凸の芝地で、中央の明堂の敷地を包囲するように造り上げて、それを用いて、古厝風水の地上景色を象徴することが再現させるように補強します。

　
古厝の外観は閩南の建築風格が現れており、庭園周囲の草木と樹木の手入れはなく、自然のままの自然を講じており、雲と水が自由自在にほったらかす造景理念が漂わせています。
くねくねとした庭園風景の中の経路では、ある時は、山水の風景がお互いに映し合える姿が見えますし；飛び石のように道を敷いて、あるいは、嶙峋たる怪石が見えて、野外の森の趣に
富んでいます。翠竹は粉で塗装した壁に映って、波の光は枯れ石を目立たせまして、小さいの
角度から大きい風景が見えるように幽玄極まりない空間を造り上げており、心を癒したり、
観賞をしったり、遊休をしったりして、文化や教育などの功能も備えています！精神の保養としての機能は言うまでもなく、市民の日常生活の中での自宅庭園であり、さらに遠近に拘わらず、友達を呼び集めて、一緒に遊休する最適の観光スポートの第1選択肢です！
注解：粉紅字的部分、印刷時、可以編号並取下来、放置在該当頁数下面：
如：
注：

①分金線（風水理論上の区切り線）
②『風水案山』（風水の方位の吉凶判別理論）
③「明堂」（風水理論：案山の前の平地を指す）
④閩式庭園は（福建省は旧称：閩です）
以上

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

